
鹿児島県立隼人工業高等学校 

  教科・領域【 工 業 】 科目【 ハードウェア技術 】 

 
 １ 学習内容と学習到達目標 

 コンピュータのハードウェアに関する知識と技術を習得させ，実際に活用する能力と態度を育

成します。 

 

 ２ 使用する主な教材等 

(1) 使用教科書，副教材等 

   ハードウェア技術（実教出版），情報技術検定問題集，ﾊﾟｿｺﾝ利用技術検定問題集 

(2) 授業で配布するもの 

   各章・節ごとの復習問題 等 

 

 ３ 年間の学習計画等 

学

期 
学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 備  考 

（特記事項や他教科との関連等） 
考査範囲等 

一 

 

 

 

 

学 

 

 

 

 

期 

第１章 論理回路の基

礎 

１．数値の表し方 

 

 

２．ﾃﾞｰﾀの表現 

 

 

３．論理回路の基礎 

 

４．電子素子とディジ 

タル回路 

 

章末問題 

 

 

第２章 論理回路の設

計 

１．論理式の簡単化 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

・負数を 2 の補数で表現できる

利点を学習します。 

 

・数値や文字がｺﾝﾋﾟｭｰﾀ内部でど

のように扱うか理解します。 

 

・真理値表，論理式，図記号を

覚えます。 

・ﾀﾞｲｵｰﾄﾞの整流作用やﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ

のｽｲｯﾁﾝｸﾞ作用を利用して電

圧の高低を処理することを学

習します。 

 

 

 

 

・ﾌﾞｰﾙ代数の諸定理について学 

びます。 

・論理式と論理回路図を理解し 

ます。 

 

 

中間考査 

期末考査 

《課題・提出物等》 

 ① 各章・節ごとの復習問題（プリント）  

 ② 板書したものを筆記したノート 

《１学期の学習状況の評価方法》 

中間と期末の定期考査で約 70%，プリントやノートの提出物，学習活動への参加の仕方や態度，

出席状況などを平常点として，約 30%の配分で行います。 

 

 

学科・コース 情報技術科 学 年 第  ２学年 単位数 ２単位 



鹿児島県立隼人工業高等学校 

学

期 
学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 備  考 

（特記事項や他教科との関連等） 
考査範囲等 

二 

 

 

 

 

学 

 

 

 

 

期 

 

２．組合せ回路 

 

 

３．演算回路 

 

 

４．順序回路 

 

 

５．ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを用いた

論理回路の設計 

章末問題 

 

第３章 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基本

機能と構成 

 

１．ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの種類と

基本機能 

 

２．中央処理装置 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

・ｴﾝｺｰﾀﾞとﾃﾞｺｰﾀﾞ，ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻと 

ﾃﾞﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻについて学習しま 

す。 

・半加算器と全加算器の機能・

動作の違いについて学習しま

す。 

・ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟについて学習しま

す。 

 

・PLA を用いる論理回路の設計 

を理解します。 

 

 

 

 

 

・五大装置について理解し，ｺﾝ 

ﾋﾟｭｰﾀの概要を理解します。 

 

・基本的な構成や動作原理等の

特性を理解し，ﾃﾞｰﾀや制御の

流れを学びます。 

 

  

中間考査 

期末考査 

《課題・提出物等》 

① 各章・節ごとの復習問題（プリント）  ② 板書したものを筆記したノート 

《２学期の学習状況の評価方法》 1 学期同様 

 

三 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

 

３．主記憶装置 

 

 

４．補助記憶装置 

 

 

５．入出力装置 

 

 

６．ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀの 

構成例 

 

章末問題 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

・容量，ｱｸｾｽﾀｲﾑの求め方を学習

します。 

・半導体記憶装置について学習

します。 

・磁気ﾃﾞｨｽｸ記憶装置や光ﾃﾞｨｽｸ

記憶装置について学習しま

す。 

・ｷｰﾎﾞｰﾄﾞやﾏｳｽ等の入力装置や

ﾌﾟﾘﾝﾀやﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ等の出力装

置について学習します。 

 

 

 

学年末考査 

《課題・提出物等》 

① 各章・節ごとの復習問題（プリント）  ② 板書したものを筆記したノート 

《３学期の学習状況の評価方法》 1 学期同様 

《年間の学習状況の評価方法》 

 １～３学期の成績を総合して，年間の学習成績とします。 

 

 


